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一般情報

著作権情報

© 2018 – 2022 WATERS CORPORATION. ⽶国お よ び ア イ ル ラ ン ド に て印刷。 著作権保有。 発⾏     
者の⽂書に よ る承諾な し では、 いかなる形で も本書の全部ま たは⼀部を複製す る こ と はで き ま せん。

本書の内容は予告な し に変更さ れ る場合が あ り 、 ま た当社の責任を⽰す も の で は あ り ま せ ん。 内
容に万⼀誤 り が あ っ た場合で も、 Waters Corporation お よ び日本ウ ォ ー タ ー ズ（株）は責任を負  
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Waters へのお問い合わせ

Waters 製品へ の ご要望、 技術的な問い合わ せ、 輸送、 取 り 外 し、 お よ び廃棄に関す る質問は、 
Waters ま で お寄せ く だ さ い。 イ ン タ ー ネ ッ ト、 電話、 フ ァ ッ ク ス ま た は郵便で お問い合わせ く だ 
さ い。

安全に関す る注意事項

Waters の装置お よ び デ バ イ ス で使用す る試薬お よ び サ ン プ ル の中に は、 化学的、 生物学的、 ま た 
は放射線学的な危険性（ま た は こ れ ら の組み合わせ）を引き起こ す も の が あ り ま す。 使用す る す
べ て の物質に対し て、 潜在す る有害な影響を把握し て い た だ く 必要が あ り ま す。 必ず優良試験所
基準 (GLP) に従い、所属す る組織の標準操作手順書な ら び に地域の安全要件を参照し て く だ さ い。

危険標識記号に関す る通知

 記号は危険の可能性が あ る こ と を⽰し ま す。 危険性に関す る重要な情報、 お よ び危険性を 
防⽌お よ び管理す る た め の適切な手段に つ い て は、 ⽂書を参照し て く だ さ い。

Waters へのお問い合わせ

お問い合わせ方法 情報
www.waters.com 世界各国の  Waters へ の お問い合わせ に つ い て は、Waters の  Web 

サ イ ト を ご覧 く だ さ い。
iRequest 使用す る  Waters 製品お よ び ソ フ ト ウ ェ ア に つ い て、 テ ク ニ カ ル

サ ポ ー ト を依頼し ま す。 iRequest は無料で ご利用い た だ け る安全
な Web サ ー ビ ス で、 Waters の オ ン ラ イ ン ナ レ ッ ジ ベ ー ス か ら迅
速に回答を得る こ と や、 Waters 装置 と ソ フ ト ウ ェ ア の サ ポ ー ト と
サ ー ビ ス を依頼す る こ と や、 訪問サ ー ビ ス を予約す る こ と が で き
ま す。
注︓認定販売代理店が管理し て い る地域では、 iRequest を使用で
き ない場合が あ り ま す。 詳細に つ い て は、 最寄 り の販売代理店ま
で お問い合わせ く だ さ い。

電話お よ び フ ァ ッ ク ス番号 電話︓フ リ ー ダ イ ヤ ル  0120-800-299。
フ ァ ッ ク ス番号︓東京 03-3471-7118、 大阪 06-6300-1734

郵送 日本ウ ォ ー タ ー ズ株式会社
グ ロ ー バ ル サ ー ビ ス
〒 140-0001
Milford, MA 01757
第 5 小池ビ ル
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シ ス テ ム装置およびデバイ ス に固有の注意事項

ボ ト ル配置の禁止事項

電源の安全性に関す る通知
電源コ ー ド の接続を外し に く い位置に、 シ ス テ ム装置ま た はデ バ イ ス を配置し ない で く だ さ い。

装置の誤使用に関す る通知
装置が メ ー カ ー に指定さ れ て い な い方法で使用さ れ た場合、 装置の設計に備わ っ て い る人身事故
に対す る保護が無効に な る恐れが あ り ま す。

FCC 放射線放出に関す る通知
規制機関か ら明確な承認を受け ず に変更や改造を⾏ う と 、 本装置の ユ ー ザ ー と し て の承認が無効
に な る可能性が あ り ま す。 シ ス テ ム装置お よ び デ バ イ ス は、 FCC 規則の  Part 15 に準拠し て い ま   
す。 こ の デ バ イ ス の動作は、 以下の  2 つ の条件の対象 と な り ま す。 (1) シ ス テ ム装置お よ び デ バ イ   
ス が有害な干渉の原因 と な ら な い こ と 、 お よ び  (2) シ ス テ ム装置お よ び デ バ イ ス が、 望ま し く な  
い動作の原因 と な る干渉を含め、 い かな る干渉も許容す る こ と 。

電源コ ー ドの交換の危険性

警告︓感電防⽌の た め、 シ ス テ ム装置ま た はデ バ イ ス か ら保護パ ネ ル を外さ ない で く だ さ
い。 保護パ ネ ル内の コ ン ポ ー ネ ン ト を ユ ー ザ ー が保守す る こ と はで き ま せ ん。

警告︓感電や火災に よ る負傷、 お よ び装置の損傷を防⽌す る た め、 以下の ガ イ ド ラ イ ン に従 っ て
く だ さ い。
• ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン や付属機器に、 液体が垂れ た り 飛び散 っ た り し ない よ う に し て く だ さ い。
• 溶媒ボ ト ルな ど の液体が入 っ た物体を、ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン や付属機器の上に置か ない で く だ

さ い。

警告︓感電を防⽌す る た め、⽶国で は SVT 型、 ヨ ー ロ ッ パ で は HAR 型（ま た は そ れ以上）    
の電源コ ー ド を使用し て く だ さ い。 主電源コ ー ド は、 適切な定格の も の と 交換し て く だ さ
い。 そ の他の国で使用す る コ ー ド の種類に つ い て は、 各国の  Waters 代理店に お問い合わ  
せ く だ さ い。
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シ ス テ ム高さ

安全上の注意
警告お よ び注意の総合⼀覧に つ い て は、 付録 A を参照し て く だ さ い。

シ ス テ ム装置およびデバイ スの操作

シ ス テ ム装置お よ び デ バ イ ス を操作す る際は、 標準の品質管理 (QC) 手順、 お よ び こ の セ ク シ ョ   
ン の ガ イ ド ラ イ ン に従 っ て く だ さ い。

適用さ れ る記号

警告︓背骨や筋肉の傷害を避け る た め、 シ ス テ ム モ ジ ュ ー ル  を  1 人で持ち上げ よ う と し   
ない で く だ さ い。

警告︓傷害を避け る た め、 モ ジ ュ ー ル（溶媒ト レ イ お よ び レ ー ル を含む）を、 ベ ン チ ト ッ
プ上 1 メ ー ト ル（39.4 イ ン チ）を超え る高さ に積み重ねない で く だ さ い。

警告︓モ ジ ュ ー ル を シ ス テ ム ス タ ッ ク に取 り 付け る際は、 モ ジ ュ ー ル の下や モ ジ ュ ー ル の
間に指を挟ま ない よ う に、 特に注意し て く だ さ い。

記号 定義
メ ー カ ー

製造日

製造さ れた製品が、 該当す る す べ て の欧州共同体指令に準拠し て
い る こ と を公式に表明し ま す

UK 適合性評価済み マ ー ク に よ っ て、 製造さ れた製品が英国内で
販売さ れ る製品に適用さ れ る要件に準拠し て い る こ と が確認さ れ
ま す

オ ー ス ト ラ リ ア の  EMC に準拠し て い ま す

製造さ れた製品が、 該当す る す べ て の⽶国お よ び カ ナ ダ の安全要
求事項に準拠し て い る こ と を公式に表明し ま す

製造さ れた製品が、 該当す る す べ て の⽶国お よ び カ ナ ダ の安全要
求事項に準拠し て い る こ と を公式に表明し ま す
2022 年 2 月 9 日、 715005742JA バ ー ジ ョ ン  05
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環境保護使用期限（中国 RoHS）︓製品ま た は製品中の成分が、 環
境中に漏出ま た は分解さ れ て放出さ れ る お そ れが生じ る ま で の、
製造日か ら の年数を⽰し ま す

使用方法を参照し て く だ さ い

交流

こ の記号が付い て い る電気装置お よ び電子装置に は有害物質が含
ま れて い る こ と が あ り 、 ⼀般廃棄物 と し て廃棄し て はな り ま せ ん
廃電気 ・ 電子製品に関す る欧州連合の指令 (WEEE) 2012/19/EU 
に準拠す る た め の正し い廃棄 と リ サ イ ク ル手順に つ い て は、
Waters Corporation に お問い合わせ く だ さ い  

屋内使用のみ

押さ ない で く だ さ い

LC シ ス テ ム に接続し ない で く だ さ い

部品上に載せ る こ と ので き る最大重量を⽰し ま す（例えば、 10 kg）

シ リ ア ル番号

部品番号、 カ タ ロ グ番号

記号 定義
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対象読者および目的
本書は、ACQUITY UPLC シ リ ー ズ（H-Class、H-Class Bio、I-Class、M-Class）お よ び Arc UPLC/HPLC   

（Arc、 Arc Bio、 Arc HPLC）シ ス テ ム の操作お よ び メ ン テ ナ ン ス の担当者を対象 と し て い ま す。 

注︓  用語 「シ リ ー ズ」 は、 最新世代 (UPLC PLUS) お よ び以前の世代の  UPLC シ ス テ ム の両方を
意味し ま す。

UPLC および HPLC シ ス テ ムの使用目的
Waters は、次の使用環境で液体ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー  (LC) 分離を実⾏す る た め に、ACQUITY UPLC   
シ リ ー ズ お よ び  UPLC/HPLC シ ス テ ム を設計し ま し た。

• 薬剤の開発お よ び発⾒
• 品質保証お よ び品質管理
• 化学物質
• 環境
• 食品安全

本シ ス テ ムは診断用途で の使用を目的 と し た も の ではあ り ま せ ん。

キ ャ リ ブ レ ーシ ョ ン
LC シ ス テ ム の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン を⾏ う に は、許容さ れ る キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン法を採用し て、少 
な く と も  5 つ の標準試料を用い て、 検量線を作成し ま す。 標準試料の濃度範囲は、 QC サ ン プ ル、   
標準的な試料、 お よ び標準的で な い試料の全範囲を含む よ う に設定し て く だ さ い。 質量分析計を
キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン す る際は、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン手順に関す る、 装置の オ ン ラ イ ン ヘ ル プ シ ス
テ ム の説明を参照し て く だ さ い。

品質管理
通常よ り も低い濃度、 通常濃度、 お よ び通常よ り も高い濃度の化合物を代表す る  3 つ の品質管理  
(QC) サ ン プ ル を定期的に分析し て く だ さ い。 サ ン プ ル ト レ イ が同じ ま た は非常に似て い る場合 
は、 QC サ ン プ ル の ト レ イ内の位置を変え ま す。 QC サ ン プ ル結果が許容範囲内で あ る こ と を確認  
し、 毎日お よ び分析の た び に精度を評価し て く だ さ い。 QC サ ン プ ル が範囲外の と き に収集 さ れ 
た デ ー タ は、 無効 と な る場合が あ り ま す。 装置が適切に機能し て い る こ と が確認で き る ま で、 こ
れ ら の デ ー タ を レ ポ ー ト し ない で く だ さ い。
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EMC に関す る注意事項

カ ナ ダ  - ス ペ ク ト ル管理エ ミ ッ シ ョ ン通知
こ の ク ラ ス  A デ ジ タ ル装置は Canadian ICES-001 に準拠し て い ま す。

Cet appareil numérique de la classe A est conforme à la norme NMB-001.

ISM 分類︓ISM グループ 1 ク ラ ス  B
こ の分類は、 CISPR 11、 ⼯業 ・ 科学 ・ 医療用 (ISM) 装置の要件に従 っ て指定さ れて い ま す。

グ ル ー プ  1 の製品は、 意図的に生成さ れ る お よ び /ま た は使用さ れ る、 装置の内部機能に必要な導  
電結合無線周波エ ネ ル ギ ー に、 適用さ れ ま す。

ク ラ ス  B の製品は、 商業用お よ び家庭用の両方に適し て お り 、 低電圧の電源供給ネ ッ ト ワ ー ク に  
直接接続す る こ と が で き ま す。

本装置は、 IEC/EN 61326: Electrical equipment for the measurement, control, and laboratory use -   
EMC requirements の関連す る部分に記載 さ れ て い る放射お よ び電磁波耐性の要件に適合し て い  
ま す。
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1 溶媒取り扱い時の注意事項

本書は、 ACQUITY UltraPerformance 液体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー  (UPLC)、 Arc UPLC/HPLC 
シ ス テ ム、 お よ び以下の セ ク シ ョ ン で挙げ ら れ る特定の個々の装置の操作で必要な溶媒に
関す る注意事項を提供し ま す。

1.1 概要

本書の内容は、 下記の装置お よ び デ バ イ ス に のみ適用さ れ ま す。

• ACQUITY UPLC H-Class シ リ ー ズ お よ び  H-Class Bio シ リ ー ズ シ ス テ ム の モ ジ ュ ー ル

• ACQUITY UPLC I-Class シ リ ー ズ シ ス テ ム モ ジ ュ ー ル

• ACQUITY UPLC M-Class シ ス テ ム モ ジ ュ ー ル

• ACQUITY UPLC フ ォ ト ダ イ オ ー ド ア レ イ  (PDA) 検出器

• ACQUITY UPLC PDA 検出器（TaperSlit 付き）

• ACQUITY UPLC PDA eLambda (eλ) 検出器

• ACQUITY UPLC チ ュ ー ナ ブ ル紫外線 (TUV) 検出器

• Arc シ ス テ ム モ ジ ュ ー ル

• Arc Bio シ ス テ ム モ ジ ュ ー ル

• Arc HPLC シ ス テ ム モ ジ ュ ー ル

1.1.1 汚染防止
汚染の防⽌に つ い て は、 Controlling Contamination in LC/MS Systems（ 『LC/MS シ ス テ ム に お け    
る汚染の管理』）(715001307JA) を参照し て く だ さ い。

警告︓化学災害を避け る た め、 特に危険物質を取 り 扱 う 場合に は、 常に優良試験所基準
(GLP) を守 っ て く だ さ い。使用す る溶媒に つ い て は、安全デ ー タ シ ー ト  (SDS) を参照し て   
く だ さ い。 さ ら に、 危険物質の適切な使用や取 り 扱い に関し て、 所属す る組織の安全担当
者に相談し て く だ さ い。
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1.1.2 清浄な溶媒
清浄な溶媒を使 う こ と で、 再現性の あ る分析結果が得ら れ、 装置の メ ン テ ナ ン ス を最小限に抑え
ら れ ま す。

不純物を含む溶媒は、 ベ ー ス ラ イ ン の検出器 ノ イ ズ や ド リ フ ト、 お よ び溶媒ボ ト ル の フ ィ ル タ ー、
イ ン レ ッ ト フ ィ ル タ ー、 キ ャ ピ ラ リ ー チ ュ ー ブ の詰ま り の原因 と な る可能性が あ り ま す。

1.1.3 溶媒の品質
最良の結果を得る に は MS グ レ ー ド の溶媒を使用し て く だ さ い。 少な く と も  HPLC グ レ ー ド の溶    
媒を使用す る必要が あ り ま す。 溶媒を  0.2 m メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー で ろ過し ま す。

推奨事項︓相互に適合し た溶媒お よ び メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー を選択し て い る こ と 、 な ら び に こ れ
ら の製造者ま た は販売者の推奨に従 っ て い る こ と を確認し ま す。

1.1.4 溶媒の調製
事前の ろ過処理な ど 、 溶媒の調製を正し く ⾏ っ て お く こ と は、 各種の送液関連の ト ラ ブ ル防⽌に
つ なが り ま す。

推奨事項︓細菌の繁殖を抑制す る た め に、 褐色ガ ラ ス容器を使用し て く だ さ い。

1.1.5 水

水に つ い て は、 高品質の浄水シ ス テ ム を通し た も の のみ を使用し ま す。 ろ過さ れ て い な い水し か
用意で き ない場合は、使用前に  0.2 µm の メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ー を使用し て そ の水を ろ過し ま す。 

推奨事項︓MS 品質（ま た は よ り 上質）の水を使用し ま す。

1.1.5.1 バ ッ フ ァ ーの使用

水溶性バ ッ フ ァ ー の  pH を調整し ま す。 バ ッ フ ァ ー を ろ過し て不溶物を除去し、 次に適切な有機  
調整溶媒 と 混合し ま す。

注意︓100% 水を使用す る場合、 細菌の繁殖を防⽌す る た め、 水に少量の有機溶媒（10% 
以上）を添加し て く だ さ い。 ま た、 決し て古い水溶性移動相に新鮮な水溶性移動相を追加
し ない で く だ さ い。 移動相は毎日完全に交換し、 容器を ク リ ー ニ ン グ し て く だ さ い。

注意︓
• 相溶し ない バ ッ フ ァ ー を誤 っ て導入し て装置を損傷し ない よ う に、装置に付属し て い る

マ ニ ュ ア ル を調べ て、 相溶す る バ ッ フ ァ ー を判定し ま す。
• バ ッ フ ァ ー使用後は、 HPLC グ レ ー ド の蒸留水ま た は脱イ オ ン水を用い て ウ ェ ッ ト プ ラ  

イ ム を実施し、 ポ ン プ を フ ラ ッ シ ュ 洗浄し ま す。 そ の後、 シ ス テ ム の残 り の部分を、 少
な く と も シ ス テ ム容量 の  5 倍で洗い流し ま す。

• 24 時間を超え て シ ャ ッ ト ダ ウ ン状態が続 く 場合、 細菌の繁殖を防⽌す る た め、 ポ ン プ お 
よ び溶媒ラ イ ン を、 有機成分が  20% を上回る有機溶媒/水の溶液で洗浄し ま す。
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ヒ ン ト︓LC 装置で の塩の析出を防 ぐ た め、 不揮発性バ ッ フ ァ ー の濃度は 100 mM ま た は そ の溶    
解度濃度を超え て はな り ま せ ん。

関連項目︓汚染の防⽌に つ い て は、 Controlling Contamination in LC/MS Systems（ 『LC/MS シ ス    
テ ム に お け る汚染の管理』）(715001307JA) を参照し て く だ さ い。

1.2 溶媒に関す る推奨事項
こ の セ ク シ ョ ン では、ACQUITY UPLC シ リ ー ズ お よ び  Arc UPLC/HPLC シ ス テ ム で推奨さ れ る溶    
媒を⼀覧表⽰し ま す。 リ ス ト に な い溶媒が装置や シ ス テ ム の パ フ ォ ー マ ン ス に悪影響を与え る こ
と な く 使用で き る か ど う か に つ い て は、Waters カ ス タ マ ー サ ー ビ ス ま た は マ ー ケ テ ィ ン グ に お問 
い合わせ く だ さ い。

ACQUITY UPLC I-Class シ リ ー ズ シ ス テ ム は、 逆相 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー お よ び  ACQUITY UPLC    
BEH カ ラ ム の ケ ミ ス ト リ ー用に設計さ れ て い ま す。 Waters は、 シ ス テ ム の信頼性を従来の逆相  
溶媒を使用し て評価し ま し た。 し か し な が ら、 適切に変更すれば、 ⼀部の順相溶媒を使用で き ま
す。 15 ペ ー ジ の 「そ の他の溶媒」 と 16 ペ ー ジ の 「H-Class、 H-Class Bio、 I-Class シ リ ー ズ の ヘ    
キ サ ン /THF 適合キ ッ ト」 を参照し て く だ さ い。

1.2.1 一般的な溶媒のガ イ ド ラ イ ン
下記の⼀般的な溶媒の ガ イ ド ラ イ ン を必ず遵守し て く だ さ い。

• 細菌の繁殖を抑制す る た め に、 必ず高品質の褐色着色ガ ラ ス容器を使用し て く だ さ い。
• 溶媒は 0.2 m フ ィ ル タ ー で ろ過す る か、 ま た は予め ろ過し た溶媒を使用し て く だ さ い。 微細   

な粒子に よ り 、 シ ス テ ム の キ ャ ピ ラ リ ー チ ュ ー ブ に回復不能な詰ま り が発生す る こ と が あ り ま
す。 溶媒を ろ過す る こ と で、 チ ェ ッ ク バ ル ブ の パ フ ォ ー マ ン ス も向上し ま す。

1.2.1.1 推奨溶媒
• ア セ ト ニ ト リ ル
• イ ソ プ ロ パ ノ ー ル
• メ タ ノ ー ル
• 水

1.2.1.2 その他の溶媒
ACQUITY UPLC シ リ ー ズ（M-Class を除 く ）お よ び  Arc UPLC/HPLC 装置では以下の溶媒を使用    
で き ま す。

注︓適切な適合キ ッ ト な し で使用す る と 、 こ れ ら の溶媒が原因で装置の寿命が短 く な る こ と が あ
り ま す。 こ の リ ス ト に あ る溶媒を日常的に使用す る場合、 ヘ キ サ ン /テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン  (THF) 適  
合キ ッ ト を 取 り 付け る こ と を、 Waters は推奨 し ま す。（16 ペ ー ジ の 「H-Class、 H-Class Bio、   
I-Class シ リ ー ズ の ヘ キ サ ン /THF 適合キ ッ ト」 を参照）。

• THF
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• ヘ キ サ ン
• ア セ ト ン
• 酢酸エ チ ル

詳細情報に つ い て は、 18 ペ ー ジ の 「シ ス テ ム に関す る推奨事項」 を参照し て く だ さ い。

溶媒を変更す る と き、 溶媒の極性を考慮し ま す。 極性溶媒 と 非極性溶媒の間で切 り 替え る際に は、
イ ソ プ ロ パ ノ ー ル な ど の混和性 と 適合性の あ る溶媒を用い て シ ス テ ム を フ ラ ッ シ ュ 洗浄し て く だ
さ い。

1.2.1.3 H-Class、 H-Class Bio、 I-Class シ リ ーズのヘ キ サ ン /THF 
適合キ ッ ト

ACQUITY UPLC H-Class、 H-Class Bio、 お よ び  I-Class シ リ ー ズ シ ス テ ム の ヘ キ サ ン /THF 適合   
キ ッ ト（品番に つ い て は Waters に お問い合わせ く だ さ い）は、 該当す る  ACQUITY UPLC シ ス テ   
ム に取 り 付け る こ と が で き ま す。 こ れ ら は、 シ ス テ ム を高濃度お よ び高圧下で ヘ キ サ ン、 THF、 ア
セ ト ン、 酢酸エ チ ル と と も に使用し なければな ら ない ユ ー ザ ー の た め に設計さ れ ま し た。

1.2.1.4 添加剤/調整剤
• 体積比 0.3% 以下の酢酸

• 50 mM 以下の酢酸ア ン モ ニ ウ ム

• 10 mM 以下の重炭酸ア ン モ ニ ウ ム

• 50 mM 以下の水酸化ア ン モ ニ ウ ム

• 重量比 0.1% 以下の エ チ レ ン ジ ア ミ ン四酢酸 (EDTA)

• 体積比 0.2% 以下の ギ酸

• 体積比 0.1% 以下の ヘ プ タ フ ル オ ロ酪酸

• オ リ ゴ ヌ ク レ オ チ ド ア プ リ ケ ー シ ョ ン用の ヘ キ サ フ ル オ ロ イ ソ プ ロ パ ノ ー ル  (HFIP) の  1%〜   
4% 水溶液

• 10 mM 以下の リ ン酸塩バ ッ フ ァ ー

• 体積比 0.1% 以下の ト リ エ チ ル ア ミ ン  (TEA)

• 体積比 0.1% 以下の ト リ フ ル オ ロ酢酸 (TFA)

1.2.1.5 サ ン プル希釈剤
• ア セ ト ニ ト リ ル
• ア セ ト ニ ト リ ル /水の混合液

• ク ロ ロ ホ ル ム

警告︓シ ス テ ム コ ン ポ ー ネ ン ト に存在す る可能性の あ る腐食性の物質 と の接触を避け、
シ ス テ ム コ ン ポ ー ネ ン ト の損傷 を 避け る た め、 ヘ キ サ フ ル オ ロ イ ソ プ ロ パ ノ ー ル
(HFIP) を洗浄溶媒に使用し ない で く だ さ い。
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• ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド  (DMF)

• ジ メ チ ル ス ル ホ キ シ ド  (DMSO)

• イ ソ オ ク タ ン
• イ ソ プ ロ パ ノ ー ル
• メ タ ノ ー ル
• メ タ ノ ー ル /水の混合液

• 塩化メ チ レ ン
• 水

1.2.1.6 洗浄試薬
以下の洗浄試薬を使用で き ま す。

注︓装置を フ ラ ッ シ ュ 洗浄す る と き の洗浄剤の接触時間は、短 く す る必要が あ り ま す（30 分未満）。

• ギ酸 (10%)

• リ ン酸 (30%)

• 水酸化ナ ト リ ウ ム  (1M))

関連項目︓Waters の出版物 Controlling Contamination in LC/MS Systems（『LC/MS シ ス テ ム に お    
け る汚染の管理』）(715001307JA) に記載さ れて い る洗浄手順。

1.2.2 使用で き ない溶媒
下記の溶媒は使用し ない で く だ さ い。

• 塩素、 フ ッ 素、 臭素、 ヨ ー素な ど の ハ ロ ゲ ン が含ま れて い る溶媒。

• 紫外線 (UV) グ レ ー ド の エ ー テ ル、 安定化さ れて い ない  THF、 ジ オ キ サ ン、 ジ イ ソ プ ロ ピ ル   
エ ー テ ル な ど の過酸化物を形成す る化合物。（過酸化物を形成す る化合物を使用す る必要が あ
る場合は、 必ず乾燥酸化ア ル ミ ニ ウ ム を通し て ろ過し、 形成さ れた過酸化物を吸着さ せ る必要
が あ り ま す。 シ ス テ ム内に  24 時間以上残ら ない よ う に し て く だ さ い。）

• エ チ レ ン ジ ア ミ ン四酢酸 (EDTA) の よ う な高濃度（重量比 0.1% を上回る）の錯化剤が含ま れ    
て い る溶液。

• 強酸。（洗浄剤 と し て使用す る場合を除き、低濃度のみで使用し ま す。pH が  2.0 未満の場合は、   
酸を移動相 と し て使用し ない で く だ さ い。）

警告︓THF に混入し て い る過酸化物は、 THF を⼀部ま た は完全に揮発さ せ る と 、 自然  
発生的に破壊的な爆発を す る こ と が あ り ま す。

注意︓シ ス テ ム の標準的な pH 運転範囲は 2.0〜12.0 で す。 シ ス テ ム を  pH 2.0 未満で、    
ま た は pH 12.0 を上回る状態で短時間以上運転す る と 、 予防保守キ ッ ト に含ま れな い   
シ ス テ ム コ ン ポ ー ネ ン ト の消耗が促進 さ れ る こ と が あ る た め、 規定さ れ た間隔よ り も
頻繁に予防保守を⾏ う 必要が あ り ま す。
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• 強塩基。（低濃度で のみ使用し ま す。 pH が  12.0 よ り 高い場合は、 塩基を移動相 と し て使用し   
ない で く だ さ い。）

1.2.2.1 強酸および強塩基に対す る材質の限界
• ス テ ン レ ス ス チ ー ルは pH 2.3 未満の特定の酸に さ ら さ れ る と 損傷す る こ と が あ り 、 特に ハ ロ    

ゲ ン や ハ ロ ゲ ン含有化学物質、 硝酸や硫酸な ど の強い鉱酸が存在す る場合に当て は ま り ま す。
ま た、 ス テ ン レ ス ス チ ー ルは、 有機溶媒中で有機酸 と 併用す る こ と で も劣化し ま す。

• pH が  12 を上回る も の が あ る と 、 ク ォ ー ツ フ ロ ー セ ル の耐用年数が短 く な る こ と が あ り ま す。

• ポ リ エ ー テ ル エ ー テ ル ケ ト ン  (PEEK) は、 硝酸や硫酸の よ う な強い鉱酸が あ る と 劣化す る こ と    
が あ り ま す（特に ハ ロ ゲ ン や ハ ロ ゲ ン含有化学物質が存在す る場合）。 

• M-Class シ ス テ ム で使用さ れ る シ リ カ の キ ャ ピ ラ リ ー や そ の ポ リ イ ミ ド コ ー テ ィ ン グ は、pH 8   
以上で劣化が始ま り ま す。

• ニ ー ド ル シ ー ト に使われて い る ポ リ イ ミ ド は、 ほ と ん ど の有機溶媒の場合、 1〜10 の  pH 範囲    
に お い て安定し ま す。 硫酸な ど の濃鉱酸や、 氷酢酸が あ る場合は劣化し ま す。 塩基性が高い

（特に ア ン モ ニ ア ま た は ア ン モ ニ ウ ム塩や酢酸塩が あ る）場合は劣化し ま す。

1.2.3 シ ス テ ム に関す る推奨事項
ACQUITY UPLC シ リ ー ズ  お よ び  Arc UPLC/HPLC シ ス テ ム用に推奨す る シ ス テ ム の ク リ ー ニ ン    
グ お よ び フ ラ ッ シ ュ 洗浄手順に つ い て は、 Waters に お問い合わせ く だ さ い。

関連項目︓Waters の出版物 Controlling Contamination in LC/MS Systems（『LC/MS シ ス テ ム に お    
け る汚染の管理』）(715001307JA) に記載さ れて い る洗浄手順。

• ACQUITY UPLC H-Class、H-Class Bio、お よ び  I-Class シ リ ー ズ シ ス テ ム の移動相に は、THF、    
ヘ キ サ ン、 酢酸エ チ ル お よ び ア セ ト ン を使用で き ま す。 た だ し、 多 く の非水溶媒の場合 と 同様
に、 ⼀般的な逆相溶媒で運転す る場合 と 比べ て、 シ ス テ ム や装置の寿命を縮め る お そ れが あ り
ま す。 THF、 ヘ キ サ ン、 酢酸エ チ ル や ア セ ト ン を使用す る場合は、 ヘ キ サ ン /THF 適合キ ッ ト 
を取 り 付け る必要が あ り ま す。（セ ク シ ョ ン16 ペ ー ジ の 「H-Class、 H-Class Bio、 I-Class シ   
リ ー ズ の ヘ キ サ ン /THF 適合キ ッ ト」 を参照。）

• 安定化さ れて い ない  THF を用い る場合は、 新し く 調製し た溶媒で あ る こ と を確認し て く だ さ   
い。 以前に開封さ れ た こ と の あ る容器に は、 汚染物質 と し て過酸化物が含ま れ る た め、 検出器
の ベ ー ス ラ イ ン ド リ フ ト の原因 と な り ま す。

警告︓THF に混入し て い る過酸化物は、 THF を⼀部ま た は完全に揮発さ せ る と 、 自然  
発生的に破壊的な爆発を す る こ と が あ り ま す。

警告︓傷害を防⽌す る た め に、 物質お よ び そ の危険性を よ く 理解し、 GLP
に従い、組織の安全担当者に適切な使用法 と 取 り 扱い に つ い て相談し て く
だ さ い。⽶国学術研究会議発⾏の次の⽂書に ガ イ ド ラ イ ン が記載さ れて い
ま す︓『Prudent Practices in the Laboratory: Handling and Disposal of    
Chemicals』
2022 年 2 月 9 日、 715005742JA バ ー ジ ョ ン  05
18 ページ

https://www.waters.com/waters/support.htm?lid=135075837&lcid=135075836&type=SSPR
http://www.waters.com/waters/home.htm


 

 

• ク ロ ロ ホ ル ム、 塩化メ チ レ ン、 ハ ロ ゲ ン化溶媒、 ト ル エ ン は、 薄 く 稀釈し て（体積比 10% 未  
満）サ ン プ ル希釈液 と し て使用で き ま す。 

• 特定の方法が シ ス テ ム の装置やデバ イ ス に使用で き る か否か を判断す る に は、Waters の営業担 
当者ま た は テ ク ニ カ ル サ ポ ー ト部門に お問い合わせ く だ さ い。

• THF ま た はヘ キ サ ン を使用す る場合、 PEEK チ ュ ー ブ を ス テ ン レ ス ス チ ー ル製ま た は MP35N   
チ ュ ー ブ に交換し て、 PEEK コ ン ポ ー ネ ン ト の使用を最小限に抑え ま す。

• シ ャ ッ ト ダ ウ ン し た シ ス テ ム内に水溶性溶媒を残し て はい け ま せ ん。微生物コ ロ ニ ー が発生し
ま す。 微生物は シ ス テ ム の フ ィ ル タ ー や キ ャ ピ ラ リ ー チ ュ ー ブ を詰ま ら せ る こ と が あ り ま す。
微生物の増殖を防 ぐ た め、 ア セ ト ニ ト リ ル や メ タ ノ ー ル な ど の有機溶媒を少な く と も  10% 以  
上添加し ま す。

• メ タ ン ス ル ホ ン酸を  ACQUITY UPLC シ リ ー ズ ま た は Arc UPLC/HPLC シ ス テ ム で使用す る こ     
と は、 推奨し ま せ ん。

1.2.4 ソ ル ベ ン ト マ ネージ ャ に関す る推奨事項
• 特に、 極性移動相を使用す る分離の場合に は、 シ ー ル洗浄シ ス テ ム が乾燥し ない よ う に し て く

だ さ い。
• イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル ま た は有機溶媒は、（THF や ヘ キ サ ン な ど の）中程度の極性の移動相 

を用い た順相分離に効果的なシ ー ル洗浄溶媒で す。不揮発性バ ッ フ ァ ー お よ び塩を使用す る場
合、 シ ー ル洗浄溶媒の使用間隔を短 く し て く だ さ い。

• 逆相系の分析に は、 少量の有機成分を含む水性シ ー ル洗浄溶液（例え ば 1:9 メ タ ノ ー ル /水）を  
使用し ま す。

• 不揮発性バ ッ フ ァ ーは、 シ ー ル洗浄溶媒 と し て使用し ない で く だ さ い。
• シ ス テ ム で使用す る溶媒す べ て に対し て、 移動相が完全に溶解性が あ り 、 適合し て い る こ と を

確認し ま す。

関連項目︓詳細に つ い て、 該当す る ソ ル ベ ン ト マ ネ ー ジ ャ の オ ペ レ ー タ ー ガ イ ド  
(www.waters.com) を参照し て く だ さ い。

注意︓高塩濃度お よ び バ ッ フ ァ ー を使用す る  bioBSM PLUS ア プ リ ケ ー シ ョ ン で は、   
シ ー ル洗浄溶媒の間隔を  5.0 分（既定値）か  ら  0.5 分に調整し て、 プ ラ ン ジ ャ ー お よ    
び プ ラ ン ジ ャ ー シ ー ル に塩が蓄積す る の を防ぎ、 高圧シ ー ル の寿命が短 く な ら な い よ
う に ま す。
流量を大き く し た メ ソ ッ ド を ダ ウ ン ロ ー ド す る ま で、0.5 分間の シ ー ル洗浄送液は実⾏ 
さ れ ま せ ん。
関連項目︓使用す る シ ス テ ム ソ フ ト ウ ェ ア（Empower ま た は UNIFI）に応じ て、 シ ー  
ル洗浄溶媒の間隔を調整す る方法に つ い て、Waters ナ レ ッ ジ ベ ー ス の記事 WKB96281  
を参照し て く だ さ い。
bioQSM シ リ ー ズ ア プ リ ケ ー シ ョ ン では、既定の シ ー ル洗浄間隔は 0.5 分の た め、 こ れ   
を減ら す必要はあ り ま せ ん。
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1.2.5 サ ン プル マ ネージ ャ に関す る推奨事項
• 濃度が  10% を超え る  THF ま た はヘ キ サ ン を、 パ ー ジ溶媒 と し て使用し ない で く だ さ い。

• ジ メ チ ル ス ル ホ キ シ ド  (DMSO) やジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド  (DMF) な ど の⼀般的な有機サ ン プ ル   
希釈剤は、 使用で き ま す。

• バ ッ フ ァ ー を、ニ ー ド ル洗浄溶媒 と し て使用し ない で く だ さ い。酸お よ び塩基を使用で き ま す。

1.2.6 検出器に関す る推奨事項
5 C 未満の温度で フ ロ ー セ ル を移送す る に は、 フ ロ ー セ ル を ア ル コ ー ル で満た し て く だ さ い。

1.3 一般的な溶媒の特性
以下の表に は、 ⼀般的な ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー溶媒の特性が⽰さ れて い ま す。

表 1–1︓  一般的な溶媒の特性 

溶媒 蒸気圧 mm Hg (Torr) 沸点 (°C) 引火点 (°C)

ア セ ト ン 184.5 (20 °C) 56.29 -20

ア セ ト ニ ト リ ル 88.8 (25 °C) 81.6 6

n-ブ チ ル ア セ テ ー ト 7.8 (20 °C) 126.11 22

n-ブ チ ル ア ル コ ー ル 4.4 (20 °C) 117.5 37

n-塩化ブ チ ル 80.1 (20 °C) 78.44 -9

ク ロ ロ ベ ン ゼ ン 8.8 (20 °C) 131.69 28

ク ロ ロ ホ ル ム 158.4 (20 °C) 61.15 ––

シ ク ロ ヘ キ サ ン 77.5 (20 °C) 80.72 -20

シ ク ロ ペ ン タ ン 400 (20 °C) 49.26 -7

o-ジ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン 1.2 (20 °C) 180.48 66

ジ ク ロ ロ メ タ ン 350 (20 °C) 39.75 --

ジ メ チ ル ア セ ト ア ミ ド 1.3 (25 °C) 166.1 70

N,N-ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド 2.7 (20 °C) 153.0 58

ジ メ チ ル ス ル ホ キ シ ド 0.6 (25 °C) 189.0 88

1,4-ジ オ キ サ ン 29 (20 °C) 101.32 12

酢酸エ チ ル 73 (20 °C) 77.11 -4

エ チ ル ア ル コ ー ル 43.9 (20 °C) 78.32 15

エ チ ル エ ー テ ル 442 (20 °C) 34.55 -45

二塩化エ チ レ ン 83.35 (20 °C) 83.48 13

ヘ プ タ ン 35.5 (20 °C) 98.43 -4

ヘ キ サ ン 124 (20 °C) 68.7 -22

イ ソ オ ク タ ン 41 (20 °C) 99.24 -12

イ ソ ブ チ ル ア ル コ ー ル 8.8 (20 °C) 107.7 28
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1.4 溶媒の混和性
溶媒を交換す る際に は、 事前に下記の表を参照し て、 溶媒の混和性に つ い て確認し て お い て く だ
さ い。 下記の影響に注意し て く だ さ い。

• 混和性が あ る  2 つ の溶媒間で変更す る場合は、 そ の ま ま変更で き ま す。完全に は混和性が ない  
2 つ の溶媒間で変更す る場合（例え ばヘ キ サ ン か ら水へ）は、 中間溶媒（2-プ ロ パ ノ ー ル な ど ） 
が必要で す。

• 溶媒の混和性に は、 温度も関係し ま す。 分析を高温で実施す る場合は、 高温が溶媒の溶解性に
与え る影響を考慮し て く だ さ い。

• 水に溶解し て い る バ ッ フ ァ ー は、 有機溶媒 と 混合し た際に析出す る こ と が あ り ま す。

イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル 32.4 (20 °C) 82.26 12

ミ リ ス チ ン酸イ ソ プ ロ ピ ル <1 (20 °C) 192.6 164

メ タ ノ ー ル 97 (20 °C) 64.7 11

メ チ ル  t-ブ チ ル エ ー テ ル 240 (20 °C) 55.2 -28

メ チ ル エ チ ル ケ ト ン 74 (20 °C) 79.64 -9

メ チ ル イ ソ ブ チ ル ケ ト ン 16 (20 °C) 117.4 18

N- メ チ ル ピ ロ リ ド ン 0.33 (25 °C) 202.0 86

ペ ン タ ン 420 (20 °C) 36.07 -49

n-プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル 15 (20 °C) 97.2 23

プ ロ ピ レ ン カ ー ボ ネ ー ト –– 241.7 135

ピ リ ジ ン 18 (25 °C) 115.25 20

テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン 142 (20 °C) 66.0 -14

ト ル エ ン 28.5 (20 °C) 110.62 4

1,2,4-ト リ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン 1 (20 °C) 213.5 106

ト リ エ チ ル ア ミ ン 57 (25 °C) 89.5 -9

ト リ フ ル オ ロ酢酸 97.5 (20 °C) 71.8 -3

水 17.54 (20 °C) 100.0 ––

o-キ シ レ ン 6 (20 °C) 144.41 17

表 1–1︓  一般的な溶媒の特性 （続き）

溶媒 蒸気圧 mm Hg (Torr) 沸点 (°C) 引火点 (°C)
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バ ッ フ ァ ー か ら 有機溶媒に 変更す る 場合は、 水で シ ス テ ム を 完全に フ ラ ッ シ ュ 洗浄 し て か ら
（14 ペ ー ジ の 「水」 セ ク シ ョ ン を参照）、 有機溶媒を追加し ま す。

1.4.1 混和性番号（M 番号）の使用
混和性番号（M 番号）は、 液体の標準溶媒に対す る混和性を予測す る際に使用し ま す。

2 つ の液体の混和性を予測す る に は、大き い方の  M 番号の値か ら小さ い方の  M 番号の値を引き算   
し ま す。

• M 番号の差が  15 以下で あ る  2 つ の液体は、 15 C で任意の比率で混和で き ま す。

• 差が  16 の場合は、 臨界溶解温度が  25 〜 75 C、 最適温度が  50 C で す。

• 差が  17 以上の場合、 2 つ の液体は混和し ない か、 ま た は臨界溶解温度が  75 C 以上で す。

溶媒の中に は、 親油性の度合い が両極端に あ る溶媒に対し て、 不親和性を⽰す も の も あ り ま す。
こ れ ら の溶媒に は、 2 通 り の  M 番号が与え ら れて い ま す。

• 1 番目の番号は常に  16 よ り 小さ い値で あ り 、 こ れは高親油性溶媒 と の混和性を⽰し ま す。

• 2 番目の番号は、 反対端に対す る値で す。 こ の両者の値の差が大き い液体に は、 非常に限ら れ 
た混和性し か あ り ま せ ん。

た と え ば フ ッ 化炭素類の中に は、 す べ て の標準溶媒 と 不混和性を⽰す も の が あ り 、 こ れ ら の  M 番  
号は 0 お よ び  32 で す。

表 1–2︓  溶媒の混和性 

極性 
イ ン デ ッ ク ス 溶媒

粘度 cP、 
20 °C（1 atm 
の と き）

沸点 °C 
（1 atm の 
と き）

混和性番号 
(M)

カ ッ ト オ フ  
(nm)

 0.0 N-ヘ キ サ ン 0.313 68.7 29 ––

 1.8 ト リ エ チ ル ア ミ ン 0.38 89.5 26 ––
 4.2 THF 0.55 66.0 17 220
 4.3 1-プ ロ パ ノ ー ル 2.30 97.2 15 210

 4.3 2-プ ロ パ ノ ー ル 2.35 117.7 15 ––

 5.2 エ タ ノ ー ル 1.20 78.3 14 210
 5.4 ア セ ト ン 0.32 56.3 15、 17 330

 5.5 ベ ン ジ ル ア ル コ ー ル 5.80 205.5 13 ––
 5.7 メ ト キ シ エ タ ノ ー ル 1.72 124.6 13 ––
 6.2 ア セ ト ニ ト リ ル 0.37 81.6 11、 17 190

 6.2 酢酸 1.26 117.9 14 ––
 6.4 ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド 0.90 153.0 12 ––
 6.5 ジ メ チ ル ス ル ホ キ シ ド 2.24 189.0 9 ––
 6.6 メ タ ノ ー ル 0.60 64.7 12 210
 9.0 水 1.00 100.0 0 190
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M 番号の体系では、 ⼀連の標準溶媒に対す る混和性を テ ス ト す る こ と で個々の液体を分類し て い 
ま す。 そ の後、 混和性の カ ッ ト オ フ ポ イ ン ト に対し て、 15 単位を補正項 と し て加算ま た は減算し 
て い ま す。

1.5 溶媒の安定剤
ブ チ ル化 ヒ ド ロ キ シ ト ル エ ン  (BHT) を添加し た  THF の よ う な安定剤を含む溶媒を、 シ ス テ ム の    
流路内に乾燥す る ま で放置し な い で く だ さ い。 こ れ ら が乾燥す る と 、 残留し た安定剤が析出し て
検出器の フ ロ ー セ ル を含む流路を汚染し て、 流路を汚染前の状態に戻す た め に大が か り な ク リ ー
ニ ン グ が必要に な り ま す。

1.6 溶媒の粘度
⼀般に粘度は、 単⼀溶媒ま た は低圧⼒条件で分析す る限 り 、 考慮す る必要は あ り ま せ ん。 た だ し
グ ラ ジ エ ン ト分析を⾏ う 場合、 溶媒同⼠が異な る比率で混合し て ゆ く 過程で生じ る粘度の変化に
よ り 、 分析中の圧⼒が変化す る場合が あ り ま す。 例え ば水 と メ タ ノ ー ル を  1:1 で混合す る と 、 水  
や メ タ ノ ー ル を単独で使用す る場合に対し て、 生じ る圧⼒は 2 倍に な り ま す。

圧⼒変化が分析に及ぼす影響の程度が不明な場合は、 分析中の圧⼒を モ ニ タ ー し て く だ さ い。

1.7 波⻑の選択
こ こ では下記の項目に対す る  UV カ ッ ト オ フ値を、 ⼀覧表に⽰し て い ま す。

• ⼀般的な溶媒
• ⼀般的な混合移動相

1.7.1 一般的な溶媒に対す る  UV カ ッ ト オ フ
次の表に、 ⼀部の⼀般的な ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー用溶媒に対す る  UV カ ッ ト オ フ値（溶媒の吸光度  
が  1 AU に な る波⻑）を⽰し ま す。 カ ッ ト オ フ の近傍値ま た は カ ッ ト オ フ 値よ り 低い波⻑で計測   
を⾏ う と 、 溶媒の吸光度に起因し て ベ ー ス ラ イ ン ノ イ ズ が増加し ま す。

表 1–3︓  一般的なク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー溶媒の UV カ ッ ト オ フ波⻑ 

溶媒 UV カ ッ ト オ フ  (nm)

ア セ ト ン 330

ア セ ト ニ ト リ ル 190

エ タ ノ ー ル 210

イ ソ プ ロ パ ノ ー ル 205

イ ソ プ ロ ピ ル エ ー テ ル 220
2022 年 2 月 9 日、 715005742JA バ ー ジ ョ ン  05
23 ページ



1.7.2 混合移動相
次の表に、 ⼀部の そ の他の溶媒、 バ ッ フ ァ ー、 界面活性剤、 お よ び移動相に つ い て、 カ ッ ト オ フ
波⻑の概略値を⽰し ま す。 溶媒の濃度に つ い て は、 最も よ く 使用さ れ る値を掲載し て い ま す。 他
の濃度の吸光度を使用す る場合は、 吸光度は濃度に比例す る た め、 ベ ー ル の法則を用い て近似値
を算定し て く だ さ い。

メ タ ノ ー ル 205

n-プ ロ パ ノ ー ル 210

安定化さ れて いない テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン  
(THF)

230

表 1–4︓  さ ま ざ まな移動相のカ ッ ト オ フ波⻑ 

移動相

UV 
カ ッ ト
オ フ  
(nm)

移動相

UV 
カ ッ ト
オ フ  
(nm)

酢酸、 1% 230 塩化ナ ト リ ウ ム、 1 M 207

酢酸ア ン モ ニ ウ ム、 10 mM 205 ク エ ン酸ナ ト リ ウ ム、10 mM 225

重炭酸ア ン モ ニ ウ ム、 10 mM 190 ド デ シ ル 硫酸 ナ ト リ ウ ム、
0.1%

190

ポ リ オ キ シ エ チ レ ン  (35) ラ ウ リ ル エ ー テ ル  
(BRIJ 35)、 0.1%

190 ギ酸ナ ト リ ウ ム、 10 mM 200

3-[(3- コ ー ル ア ミ ド プ ロ ピ ル)-ジ メ チ ル ア ン
モ ニ オ ]-1-プ ロ パ ン ス ル ホ ネ ー ト  (CHAPS)、 
0.1%

215 ト リ エ チ ル ア ミ ン、 1% 235

リ ン酸二ア ン モ ニ ウ ム、 50 mM 205 ト リ フ ル オ ロ酢酸、 0.1% 190

エ チ レ ン ジ ア ミ ン 四酢酸二 ナ ト リ ウ ム 塩
（二ナ ト リ ウ ム  EDTA）、 1 mM

190 ト リ ス  HCl、 20 mM、 
pH 7.0、 pH 8.0

2 0 2 、
212

4-(2- ヒ ド ロ キ シ エ チ ル)-1- ピ ペ ラ ジ ニ ル エ
タ ン ス ル ホ ン酸 (HEPES)、 10 mM、 pH 7.6

225 Triton X-100、 0.1% 240

塩酸、 0.1% 190 Waters PIC 試薬 A、 
1 バ イ ア ル / リ ッ ト ル

200

モ ル ホ リ ノ エ タ ン ス ル ホ ン酸 (MES)、 
10 mM、 pH 6.0

215 Waters PIC 試薬 B-6、 
1 バ イ ア ル / リ ッ ト ル

225

リ ン酸カ リ ウ ム︓ 
⼀塩基、 10 mM︔ 二塩基、 10 mM

190
190

Waters PIC 試薬 B-6、低 UV、    
1 バ イ ア ル / リ ッ ト ル

190

酢酸ナ ト リ ウ ム、 10 mM 205 Waters PIC 試薬 D-4、 
1 バ イ ア ル / リ ッ ト ル

190

表 1–3︓  一般的なク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー溶媒の UV カ ッ ト オ フ波⻑ （続き）

溶媒 UV カ ッ ト オ フ  (nm)
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1.7.3 移動相の吸光度
こ こ で は、 よ く 使用さ れ る移動相に つ い て、 各種の波⻑に対す る吸光度を⼀覧で⽰し ま す。 ベ ー
ス ラ イ ン ノ イ ズ を抑制す る に は、 十分考慮し た上で移動相を選択す る必要が あ り ま す。

最適な移動相 と は、 測定に用い る波⻑に対し て透明な も の で す。 そ の よ う な移動相を使用す る と 、
す べ て の吸光度は サ ン プ ル の物性のみ に起因し た も の と な り ま す。 ま た移動相の吸光度の影響 と
し て は、 「オ ー ト ゼ ロ」 機能で排除さ れ る吸光度の分だ け、 検出器の ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ の直線性
が損なわれ る点が挙げ ら れ ま す。 吸光度に は、 移動相の波⻑、 pH、 濃度が関与し ま す。

下記の表は、各種の移動相の値を例⽰し た も の で す。吸光度は、光路⻑ 10 mm に基づ い て い ま す。

表 1–5︓  空気ま たは水に対し て測定し た移動相の吸光度 

特定の波⻑ (nm) に おけ る吸光度
200 205 210 215 220 230 240 250 260 280

溶媒
ア セ ト ニ ト リ ル 0.05 0.03 0.02 0.01 0.01 <0.01 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0

メ タ ノ ー ル（未脱気） 2.06 1.00 0.53 0.37 0.24 0.11 0.05 0.02 <0.01 ≈0

メ タ ノ ー ル（脱気済み） 1.91 0.76 0.35 0.21 0.15 0.06 0.02 <0.01 ≈0 ≈0

イ ソ プ ロ パ ノ ー ル 1.80 0.68 0.34 0.24 0.19 0.08 0.04 0.03 0.02 0.02

安定化さ れて い ない 
テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン  (THF)

2.44 2.57 2.31 1.80 1.54 0.94 0.42 0.21 0.09 0.05

酸および塩基
酢酸、 1% 2.61 2.63 2.61 2.43 2.17 0.87 0.14 0.01 <0.01 ≈0

塩酸、 0.1% 0.11 0.02 <0.01 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0

リ ン酸、 0.1% <0.01 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0

ト リ フ ル オ ロ酢酸、 0.1% 1.20 0.78 0.54 0.34 0.22 0.06 <0.02 <0.01 ≈0 ≈0

リ ン酸二ア ン モ ニ ウ ム、 
50 mM

1.85 0.67 0.15 0.02 <0.01 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0

ト リ エ チ ル ア ミ ン、 1% 2.33 2.42 2.50 2.45 2.37 1.96 0.50 0.12 0.04 <0.01

バ ッ フ ァ ーおよび塩
酢酸ア ン モ ニ ウ ム、 10 mM 1.88 0.94 0.53 0.29 0.15 0.02 <0.01 ≈0 ≈0 ≈0

重炭酸ア ン モ ニ ウ ム、 
10 mM

0.41 0.10 0.01 <0.01 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0

エ チ レ ン ジ ア ミ ン四酢酸二
ナ ト リ ウ ム塩 

（二ナ ト リ ウ ム  EDTA）、 
1 mM

0.11 0.07 0.06 0.04 0.03 0.03 0.02 0.02 0.02 0.02

4-(2- ヒ ド ロ キ シ エ チ ル )-1-
ピ ペ ラ ジ ニ ル エ タ ン ス ル ホ
ン酸 (HEPES)、 10 mM、 
pH 7.6

2.45 2.50 2.37 2.08 1.50 0.29 0.03 <0.01 ≈0 ≈0
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モ ル ホ リ ノ エ タ ン ス ル ホ ン
酸 (MES)、 10 mM、 pH 6.0

2.42 2.38 1.89 0.90 0.45 0.06 <0.01 ≈0 ≈0 ≈0

リ ン 酸 カ リ ウ ム、 ⼀塩基
(KH2PO4)、 10 mM

0.03 <0.01 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0

リ ン 酸 カ リ ウ ム、 二塩基、
(K2HPO4)、 10 mM

0.53 0.16 0.05 0.01 <0.01 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0

酢酸ナ ト リ ウ ム、 10 mM 1.85 0.96 0.52 0.30 0.15 0.03 <0.01 ≈0 ≈0 ≈0

塩化ナ ト リ ウ ム、 1 M 2.00 1.67 0.40 0.10 <0.01 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0

ク エ ン酸ナ ト リ ウ ム、 
10 mM

2.48 2.84 2.31 2.02 1.49 0.54 0.12 0.03 0.02 0.01

ギ酸ナ ト リ ウ ム、 10 mM 1.00 0.73 0.53 0.33 0.20 0.03 <0.01 ≈0 ≈0 ≈0

リ ン酸ナ ト リ ウ ム、 
100 mM、 pH 6.8

1.99 0.75 0.19 0.06 0.02 0.01 0.01 0.01 0.01 <0.01

ト リ ス  HCl、20 mM、pH 7.0 1.40 0.77 0.28 0.10 0.04 <0.01 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0

ト リ ス  HCl、20 mM、pH 8.0 1.80 1.90 1.11 0.43 0.13 <0.01 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0

Waters Paired-ion Chromatography (PIC) 試薬

PIC A、 1 バ イ ア ル /L 0.67 0.29 0.13 0.05 0.03 0.02 0.02 0.02 0.02 <0.01

PIC B6、 1 バ イ ア ル /L 2.46 2.50 2.42 2.25 1.83 0.63 0.07 <0.01 ≈0 ≈0

PIC B6、 低 UV、 
1 バ イ ア ル /L

0.01 <0.01 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0 ≈0

PIC D4、 1 バ イ ア ル /L 0.03 0.03 0.03 0.03 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.01

表 1–5︓  空気ま たは水に対し て測定し た移動相の吸光度 （続き）

特定の波⻑ (nm) に おけ る吸光度
200 205 210 215 220 230 240 250 260 280
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A 安全に関す る勧告

Waters 製品に は、製品の操作お よ び メ ン テ ナ ン ス に関連す る危険を特定す る た め の安全記号が表 
⽰さ れ て い ま す。 こ れ ら の記号は製品の マ ニ ュ ア ル に も記載 さ れ て お り 、 危険性や そ の回避方法
が説明さ れて い ま す。 こ の付録に は、 Waters 製品に適用さ れ る安全記号お よ び説明が す べ て記載 
さ れ て い ま す。 ⼀部の記号 と 説明は特定の製品に適用さ れ ま す。 ま た、 同じ シ ス テ ム内の他の製
品に も適用さ れ る こ と が あ り ま す。

A.1 警告記号

警告記号は、 デ バ イ ス や装置の誤使用に伴 う 死亡、 傷害、 ま た は非常に有害な生理的反応の危険
性を警告し ま す。 Waters 装置ま た はデ バ イ ス の設置、 修理、 お よ び操作を⾏ う と き は、 す べ て の 
警告に注意し て く だ さ い。 Waters は、 装置ま た はデ バ イ ス の設置、 修理、 操作の際に、 安全予防 
措置を順守し なか っ た こ と か ら生じ た傷害ま た は物的損害に つ い て、 ⼀切の責任を負い ま せ ん。

以下の記号は、 Waters の装置ま た はデ バ イ ス、 あ る い は装置ま た はデ バ イ ス の構成部品を、 操作 
ま た は メ ン テ ナ ン ス す る際に発生す る こ と が あ る危険性を警告し ま す。 以下の記号の い ずれか が
マ ニ ュ ア ル の説明ま た は手順に表⽰さ れ て い る場合、 そ れ に付随す る説明で該当す る危険性を特
定し、 そ の回避方法を説明し て い ま す。

警告︓（⼀般的な危険性。 こ の記号が装置に⽰さ れ て い る と き は、 該当す る使用説明書で
安全に関す る情報に つ い て調べ て か ら装置を使用し て く だ さ い。）

警告︓（高温の表面へ の接触に よ る火傷の危険性。）

警告︓（感電す る危険性。）

警告︓（火災の危険性。）

警告︓（ニ ー ド ル で刺す危険性。）

警告︓（手が挟ま れて負傷す る危険性。）

警告︓（装置の動作に よ る事故の危険性。）

警告︓（紫外線照射の危険性。）

警告︓（腐食性物質に接触す る危険性。）
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A.1.1 特定の警告
以下の警告（記号 と テ キ ス ト の両方）が、 特定の装置お よ び デ バ イ ス の ユ ー ザ ー マ ニ ュ ア ル に記
載さ れて い た り 、 装置や そ の構成部品に貼付さ れ た ラ ベ ル に表⽰さ れ て い る場合が あ り ま す。

A.1.1.1 破裂に関す る警告
こ の警告は、 非⾦属チ ュ ー ブ が装備さ れて い る  Waters の装置お よ び デ バ イ ス に適用さ れ ま す。

A.1.1.2 質量分析計によ る感電の危険性
以下の警告は、 Waters の す べ て の質量分析計に適用さ れ ま す。

以下の警告は、［オ ペ レ ー ト］モ ー ド の特定の質量分析計に適用さ れ ま す。

警告︓（有毒物質に晒さ れ る危険性。）

警告︓（レ ー ザ ー光線照射の危険性。）

警告︓（健康に深刻な悪影響を与え る可能性が あ る生物因子に晒さ れ る危険性。）

警告︓（転倒の危険性。）

警告︓（爆発の危険性。）

警告︓（高圧ガ ス放出の危険性。）

警告︓圧⼒が加え ら れた非⾦属性チ ュ ー ブ の周辺で作業す る場合は、 破裂に よ る傷害を防
⽌す る た め に、 次の点に注意し て く だ さ い。
• 保護メ ガ ネ を着用し て く だ さ い。
• 近 く に あ る火を消し て く だ さ い。
• 加圧さ れ て い る ま た は折れ曲が っ て い る チ ュ ー ブ、 あ る い は そ の よ う な状態に あ っ た

チ ュ ー ブ は使用し ない で く だ さ い。
• 非⾦属チ ュ ー ブ に は、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン、 硝酸、 硫酸な ど の、 チ ュ ー ブ を化学的に

損傷す る化合物を、 付着さ せない で く だ さ い。
• 塩化メ チ レ ン や ジ メ チ ル ス ル ホ キ シ ド な ど の⼀部の化合物は、 非⾦属性チ ュ ー ブ を膨

張さ せ る こ と が あ り 、 チ ュ ー ブ は極め て低い圧⼒で破裂す る こ と に注意し て く だ さ い。

警告︓感電防⽌の観点か ら、 質量分析計の保護パ ネ ルは外さ ない で く だ さ い。 保護パ ネ ル
に覆われて い る コ ン ポ ー ネ ン ト は、 ユ ー ザ ー に よ る メ ン テ ナ ン ス が不要で す。

警告︓静電気の よ う な無害の感電を防⽌す る た め に、 こ の高電圧警告記号の付い た外部表
面に触れる場合は、 そ の前に質量分析計が［ス タ ン バ イ］モ ー ド であ る こ と を確認し て く だ
さ い。
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A.1.1.3 質量分析計の可燃性溶媒に関す る警告
こ の警告は、 可燃性溶媒を使用す る必要が あ る分析を実⾏中の質量分析計に適用さ れ ま す。

A.1.1.4 生物学的有害物質に関す る警告
こ の警告は、 生物学的有害物質を含む物質（人体に有害な影響を及ぼす可能性の あ る生物学的因
子を含む物質）の処理に使用で き る  Waters の装置ま た はデ バ イ ス に適用さ れ ま す。

A.1.1.5 生物学的有害物質および化学的有害物質に関す る警告
こ れ ら の警告は、 生物学的有害物質、 有毒物質、 ま た は腐食性物質が含ま れ る物質を処理す る
Waters 装置お よ び デ バ イ ス に適用さ れ ま す。

警告︓質量分析計の イ オ ン ソ ー ス密閉空間で の可燃性溶媒蒸気の発火の危険性を避け る た
め に、 必ず ソ ー ス に窒素を供給し て く だ さ い。 可燃性溶媒の使用が必要な分析中は、 窒素
の供給圧が  690 kPa (6.9 bar、 100 psi) を下回 っ て は い け ま せ ん。 ガ ス障害デ バ イ ス を取    
り 付け て、 窒素の供給が停⽌し た場合は LC 溶媒の送液を中断す る必要も あ り ま す。

警告︓感染の お そ れの あ る人体か ら の生成物、 不活性微生物、 お よ び そ の他の生物的物質
に よ る感染を防⽌す る た め、 取 り 扱 っ て い る す べ て の生体液に感染性が あ る こ と を想定し
ま す。 

（⽶国）国⽴衛生研究所 (NIH) 発⾏、 『Biosafety in Microbiological and Biomedical 
Laboratories (BMBL)』 の最新版に具体的な予防措置が掲載さ れて い ま す。
特に有害物質を取 り 扱 う 場合は、常に優良試験所基準 (GLP) に定め ら れて い る正し い手順  
に従い、 所属す る組織の生物学的有害物質の安全担当者に、 感染性物質の適切な使用法 と
取 り 扱い に つ い て相談し て く だ さ い。 

警告︓生物学的有害物質、 有毒物質、 ま た は腐食性物質に よ る人体へ の汚染を防 ぐ た め、 こ れ ら
の危険物質の取 り 扱い に関連す る危険性を理解す る必要が あ り ま す。 
こ の よ う な物質の適切な使用お よ び取 り 扱い に関す る ガ イ ド ラ イ ン は、 ⽶国学術研究会議発⾏
の次の⽂書の最新版を参照し て く だ さ い︓『Prudent Practices in the Laboratory: Handling and 
Management of Chemical Hazards』。 
特に有害物質を取 り 扱 う 場合は、 優良試験所基準 (GLP) に定め ら れ て い る正し い手順に従い、
所属す る組織の安全担当者に こ の よ う な物質を扱 う 際の プ ロ ト コ ル に つ い て相談し て く だ さ い。
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A.2 注意

装置、 デ バ イ ス、 ま た は コ ン ポ ー ネ ン ト の使用ま た は誤使用に よ り 、 装置、 デ バ イ ス、 ま た は コ
ン ポ ー ネ ン ト が損傷す る可能性や、 非臨床サ ン プ ル の完全性が損なわれ る可能性が あ る と き は、
注意事項が表⽰さ れ ま す。 感嘆符記号 と 関連す る説明に よ っ て、 そ の よ う な危険性が あ る こ と が
警告さ れ ま す。

A.3 「ボ ト ル配置禁止」 記号

「ボ ト ル配置禁⽌」 記号は、 溶媒の こ ぼれに よ る装置損傷の危険を警告す る も の で す。

A.4 必要な保護

防護 メ ガ ネ の使用お よ び保護手袋の着用記号は、 身体防護用具の要件を注意喚起す る も の で す。
組織の標準操作手順に従 っ て適切な保護具を選択し て く だ さ い。

警告︓装置の ケ ー ス の損傷を防 ぐ た め に、 研磨剤や溶剤を使用し て ク リ ー ニ ン グ し ない で
く だ さ い。

禁止︓こ ぼれ出し た溶媒に よ る装置の損傷を防 ぐ た め に、 リ ザ ー バ ー ボ ト ル を装置ま た は
デ バ イ ス の上や前面の棚に直接置かない で く だ さ い。 そ の代わ り 、 こ ぼれた場合に は二次
的な抑制手段 と し て使用す る ボ ト ル ト レ イ の中に置い て く だ さ い。

必要条件︓溶媒ボ ト ル を再充填ま た は交換す る際は保護め がね を着用し て く だ さ い。

必要条件︓サ ン プ ル を取 り 扱 う と き は、 清浄で耐薬品性の あ る パ ウ ダ ー フ リ ー の手袋を必
ず着用し て く だ さ い。
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A.5 Waters のす べ ての装置およびデバイ ス に適用さ れ る警告

本デ バ イ ス を操作す る際は、 標準の品質管理手順 と こ の セ ク シ ョ ン の装置に関す る ガ イ ド ラ イ ン
に従 っ て く だ さ い。

Attention: Changes or modifications to this unit not expressly approved by the party 
responsible for compliance could void the user’s authority to operate the equipment.

Important: Toute modification sur cette unité n’ayant pas été expressément approuvée par 
l’autorité responsable de la conformité à la réglementation peut annuler le droit de 
l’utilisateur à exploiter l’équipement.

Achtung: Jedwede Änderungen oder Modifikationen an dem Gerät ohne die ausdrückliche 
Genehmigung der für die ordnungsgemäße Funktionstüchtigkeit verantwortlichen Personen 
kann zum Entzug der Bedienungsbefugnis des Systems führen.

Avvertenza: qualsiasi modifica o alterazione apportata a questa unità e non 
espressamente autorizzata dai responsabili per la conformità fa decadere il diritto all'utilizzo 
dell'apparecchiatura da parte dell'utente.

Atencion: cualquier cambio o modificación efectuado en esta unidad que no haya sido 
expresamente aprobado por la parte responsable del cumplimiento puede anular la 
autorización del usuario para utilizar el equipo.

注意：未經有關法規認證部門允許對本設備進行的改變或修改,可能會使使用者喪失操作該設
備的權利。

注意：未经有关法规认证部门明确允许对本设备进行的改变或改装，可能会使使用者丧失操
作该设备的合法性。

주의: 규정 준수를 책임지는 당사자의 명백한 승인 없이 이 장치를 개조 또는 변경할 경우, 
이 장치를 운용할 수 있는 사용자 권한의 효력을 상실할 수 있습니다.

注意︓規制機関か ら明確な承認を受け ず に本装置の変更や改造を⾏ う と 、本装置の ユ ー ザ ー
と し て の承認が無効に な る可能性が あ り ま す。

Warning: Use caution when working with any polymer tubing under pressure:
• Always wear eye protection when near pressurized polymer tubing.
• Extinguish all nearby flames.
• Do not use tubing that has been severely stressed or kinked.
• Do not use nonmetallic tubing with tetrahydrofuran (THF) or concentrated nitric or 

sulfuric acids.
• Be aware that methylene chloride and dimethyl sulfoxide cause nonmetallic tubing to 

swell, which greatly reduces the rupture pressure of the tubing.
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Attention: Manipulez les tubes en polymère sous pression avec precaution:
• Portez systématiquement des lunettes de protection lorsque vous vous trouvez à 

proximité de tubes en polymère pressurisés.
• Eteignez toute flamme se trouvant à proximité de l’instrument.
• Evitez d'utiliser des tubes sévèrement déformés ou endommagés.
• Evitez d'utiliser des tubes non métalliques avec du tétrahydrofurane (THF) ou de l'acide 

sulfurique ou nitrique concentré.
• Sachez que le chlorure de méthylène et le diméthylesulfoxyde entraînent le gonflement 

des tuyaux non métalliques, ce qui réduit considérablement leur pression de rupture.

Vorsicht: Bei der Arbeit mit Polymerschläuchen unter Druck ist besondere Vorsicht 
angebracht:
• In der Nähe von unter Druck stehenden Polymerschläuchen stets Schutzbrille tragen.
• Alle offenen Flammen in der Nähe löschen.
• Keine Schläuche verwenden, die stark geknickt oder überbeansprucht sind.
• Nichtmetallische Schläuche nicht für Tetrahydrofuran (THF) oder konzentrierte 

Salpeter- oder Schwefelsäure verwenden.
• Durch Methylenchlorid und Dimethylsulfoxid können nichtmetallische Schläuche 

quellen; dadurch wird der Berstdruck des Schlauches erheblich reduziert.

Attenzione: fare attenzione quando si utilizzano tubi in materiale polimerico sotto 
pressione:
• Indossare sempre occhiali da lavoro protettivi nei pressi di tubi di polimero pressurizzati.
• Spegnere tutte le fiamme vive nell'ambiente circostante.
• Non utilizzare tubi eccessivamente logorati o piegati.
• Non utilizzare tubi non metallici con tetraidrofurano (THF) o acido solforico o nitrico 

concentrati.
• Tenere presente che il cloruro di metilene e il dimetilsolfossido provocano rigonfiamenti 

nei tubi non metallici, riducendo notevolmente la pressione di rottura dei tubi stessi.

Advertencia: se recomienda precaución cuando se trabaje con tubos de polímero 
sometidos a presión:
• El usuario deberá protegerse siempre los ojos cuando trabaje cerca de tubos de 

polímero sometidos a presión.
• Si hubiera alguna llama las proximidades.
• No se debe trabajar con tubos que se hayan doblado o sometido a altas presiones.
• Es necesario utilizar tubos de metal cuando se trabaje con tetrahidrofurano (THF) 

o ácidos nítrico o sulfúrico concentrados.
• Hay que tener en cuenta que el cloruro de metileno y el sulfóxido de dimetilo dilatan los 

tubos no metálicos, lo que reduce la presión de ruptura de los tubos.

警告：當在有壓力的情況下使用聚合物管線時，小心注意以下幾點。
• 當接近有壓力的聚合物管線時⼀定要戴防護眼鏡。
• 熄滅附近所有的火焰。
• 不要使用已經被壓癟或嚴重彎曲管線。
• 不要在非金屬管線中使用四氫呋喃或濃硝酸或濃硫酸。
• 要了解使用二氯甲烷及二甲基亞楓會導致非金屬管線膨脹，大大降低管線的耐壓能力。
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警告：当有压力的情况下使用管线时，小心注意以下几点：

• 当接近有压力的聚合物管线时一定要戴防护眼镜。

• 熄灭附近所有的火焰。

• 不要使用已经被压瘪或严重弯曲的管线。

• 不要在非金属管线中使用四氢呋喃或浓硝酸或浓硫酸。

• 要了解使用二氯甲烷及二甲基亚枫会导致非金属管线膨胀，大大降低管线的耐压能力。

경고: 가압 폴리머 튜브로 작업할 경우에는 주의하십시오.
• 가압 폴리머 튜브 근처에서는 항상 보호 안경을 착용하십시오.
• 근처의 화기를 모두 끄십시오.
• 심하게 변형되거나 꼬인 튜브는 사용하지 마십시오.
• 비금속(Nonmetallic) 튜브를 테트라히드로푸란(Tetrahydrofuran: THF) 또는 농축 질산 또

는 황산과 함께 사용하지 마십시오.
• 염화 메틸렌(Methylene chloride) 및 디메틸술폭시드(Dimethyl sulfoxide)는 비금속 튜브

를 부풀려 튜브의 파열 압력을 크게 감소시킬 수 있으므로 유의하십시오.

警告︓圧⼒の か か っ た ポ リ マ ー チ ュ ー ブ を扱 う と き は、 注意し て く だ さ い。
• 加圧さ れ た ポ リ マ ー チ ュ ー ブ の付近では、 必ず保護メ ガ ネ を着用し て く だ さ い。
• 近 く に あ る火を消し て く だ さ い。
• 著し く 変形し た、 ま た は折れ曲が っ た チ ュ ー ブ は使用し ない で く だ さ い。
• 非⾦属チ ュ ー ブ に は、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン (THF)や高濃度の硝酸ま た は硫酸な ど を流

さ ない で く だ さ い。
• 塩化メ チ レ ン やジ メ チ ル ス ル ホ キ シ ド は、 非⾦属チ ュ ー ブ の膨張を引き起こ す場合が

あ り 、 そ の場合、 チ ュ ー ブ は極め て低い圧⼒で破裂し ま す。

Warning: The user shall be made aware that if the equipment is used in a manner not 
specified by the manufacturer, the protection provided by the equipment may be impaired.

Attention: L’utilisateur doit être informé que si le matériel est utilisé d’une façon non 
spécifiée par le fabricant, la protection assurée par le matériel risque d’être défectueuses.

Vorsicht: Der Benutzer wird darauf aufmerksam gemacht, dass bei unsachgemäßer 
Verwendung des Gerätes die eingebauten Sicherheitseinrichtungen unter Umständen nicht 
ordnungsgemäß funktionieren.

Attenzione: si rende noto all'utente che l'eventuale utilizzo dell'apparecchiatura secondo 
modalità non previste dal produttore può compromettere la protezione offerta 
dall'apparecchiatura.

Advertencia: el usuario deberá saber que si el equipo se utiliza de forma distinta a la 
especificada por el fabricante, las medidas de protección del equipo podrían ser 
insuficientes.

警告：使用者必須非常清楚如果設備不是按照製造廠商指定的方式使用，那麼該設備所提供
的保護將被消弱。

警告：使用者必须非常清楚如果设备不是按照制造厂商指定的方式使用，那么该设备所提供
的保护将被削弱。
2022 年 2 月 9 日、 715005742JA バ ー ジ ョ ン  05
33 ページ



A.6 ヒ ュ ーズの交換に関す る警告

以下の警告は、 ユ ー ザ ー が交換可能な ヒ ュ ー ズ を 装着 し た装置お よ び デ バ イ ス に関係 し ま す。
ヒ ュ ー ズ の種類お よ び定格を記載し た情報が装置ま た は デ バ イ ス に表⽰ さ れ る こ と が あ り ま す
が、 表⽰さ れない場合も あ り ま す。

装置ま たはデバイ ス に表⽰さ れ ている場合の、 ヒ ュ ーズの種類および定格情報の確認︓

경고: 제조업체가 명시하지 않은 방식으로 장비를 사용할 경우 장비가 제공하는 보호 수단이 
제대로 작동하지 않을 수 있다는 점을 사용자에게 반드시 인식시켜야 합니다.

警告︓ユ ー ザ ー は、 製造元に よ り 指定さ れ て いない方法で機器を使用す る と 、 機器が提供
し て い る保証が無効に な る可能性が あ る こ と に注意し て下さ い。

Warning: To protect against fire, replace fuses with those of the type and rating printed on 
panels adjacent to instrument fuse covers.

Attention: pour éviter tout risque d'incendie, remplacez toujours les fusibles par d'autres du 
type et de la puissance indiqués sur le panneau à proximité du couvercle de la boite à 
fusible de l'instrument.

Vorsicht: Zum Schutz gegen Feuer die Sicherungen nur mit Sicherungen ersetzen, deren 
Typ und Nennwert auf den Tafeln neben den Sicherungsabdeckungen des Geräts gedruckt 
sind.

Attenzione: per garantire protezione contro gli incendi, so8stituire i fusibili con altri dello 
stesso tipo aventi le caratteristiche indicate sui pannelli adiacenti alla copertura fusibili dello 
strumento.

Advertencia: Para evitar incendios, sustituir los fusibles por aquellos del tipo y 
características impresos en los paneles adyacentes a las cubiertas de los fusibles del 
instrumento.

警告：為了避免火災，更換保險絲時，請使用與儀器保險絲蓋旁面板上所印刷之相同類型與
規格的保險絲。

警告：为了避免火灾，应更换与仪器保险丝盖旁边面板上印刷的类型和规格相同的保险丝。

경고: 화재의 위험을 막으려면 기기 퓨즈 커버에 가까운 패널에 인쇄된 것과 동일한 타입 및 
정격의 제품으로 퓨즈를 교체하십시오.

警告︓火災予防の た め に、 ヒ ュ ー ズ交換で は機器 ヒ ュ ー ズ カ バ ー脇の パ ネ ル に記載さ れて
い る タ イ プ お よ び定格の ヒ ュ ー ズ を ご使用 く だ さ い。
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装置ま たはデバイ ス に表⽰さ れ ていない場合の、 ヒ ュ ーズの種類および定格情報の確認︓

Warning: To protect against fire, replace fuses with those of the type and rating indicated      
in the "Replacing fuses" section of the Maintenance Procedures chapter.

Attention: pour éviter tout risque d'incendie, remplacez toujours les fusibles par d'autres du 
type et de la puissance indiqués  dans la rubrique "Remplacement des fusibles" du chapitre 
traitant des procédures de maintenance.

Vorsicht: Zum Schutz gegen Feuer die Sicherungen nur mit Sicherungen ersetzen, deren 
Typ und Nennwert im Abschnitt "Sicherungen ersetzen" des Kapitels "Wartungsverfahren" 
angegeben sind.

Attenzione: per garantire protezione contro gli incendi, sostituire i fusibili con altri dello 
stesso tipo aventi le caratteristiche indicate nel paragrafo "Sostituzione dei fusibili" del 
capitolo "Procedure di manutenzione".

Advertencia: Para evitar incendios, sustituir los fusibles por aquellos del tipo 
y características indicados en la sección "Sustituir fusibles".

警告：為了避免火災，更換保險絲時，應使用 「維護步驟」章節中 「更換保險絲」所指定
之相同類型與規格的保險絲。

警告：为了避免火灾，应更换 “维护步骤”一章的 “更换保险丝”一节中介绍的相同类型
和规格的保险丝。

경고: 화재의 위험을 막으려면 유지관리 절차 단원의 "퓨즈 교체" 절에 설명된 것과 동일한 타
입 및 정격의 제품으로 퓨즈를 교체하십시오.

警告︓火災予防の た め に、 ヒ ュ ー ズ交換で は メ ン テ ナ ン ス項目の 「 ヒ ュ ー ズ の交換」 に記
載さ れて い る タ イ プ お よ び定格の ヒ ュ ー ズ を ご使用 く だ さ い。
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A.7 電気記号および取り扱い記号

A.7.1 電気記号
以下の電気記号お よ び関連す る説明が、 装置の マ ニ ュ ア ル や装置前面ま た は背面の パ ネ ル に表⽰
さ れて い ま す。

記号 説明
電源オ ン

電源オ フ

待機

直流
交流
交流（3 相）

安全接地

フ レ ー ム ま た はシ ャ ー シ の端子

ヒ ュ ー ズ
機能接地

入⼒

出⼒
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A.7.2 取り扱い記号
以下の取 り 扱い関連の記号お よ び そ の関連す る説明が、 装置、 デ バ イ ス、 お よ び構成部品の出荷
梱包に添付さ れた ラ ベ ル に、 表⽰さ れ る こ と が あ り ま す。

記号 説明
天地無用

湿気厳禁

ワ レ モ ノ 注意

吊 り 下げ禁⽌

温度の上限

温度の下限

温度限界
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